
飛鳥ウォーク（2022年6月17日） 訪問場所 説明資料 (訪問万葉歌碑５基 参考２基）

飛鳥駅
明日香総合案内所
「あすかびとの館」

明日香村の魅力を五感で体感できるフィールドミュージアム『明日香
まるごと博物館』

道を渡る→ 道の駅飛鳥 あすか夢販売所 新鮮な「明日香野菜」や果物・加工物を販売。

吉備姫王墓

（檜隈墓）

③

前方後円墳で、全⾧約140m 後円部径72mで、明日香村内では最大の
古墳。非常に多くの葺石を発掘。
日本の第29代天皇（在位:539年 571年?）
552年(欽明天皇13年:日本書紀)に百済から仏像と経文が伝来した

④ 檜隈川 犬養万葉歌碑（７ー1109) 飛鳥周遊歩道 下平田休憩園地の歌碑。

カナヅカ
古墳

④と⑤の間
形状は方墳。一辺約35メートル。墳丘は2段築成。岩尾山古墳形式。
古墳時代終末期の7世紀後半頃の築造（推定）

⑤  ⿁の俎（まないた）⿁の雪隠（せっちん） 花崗岩の石造物。宮内庁管理（欽明天皇檜隈坂合陵の陪冢）

⑥

 第40代天武天皇と皇后で皇位を継承した第41代持統の合葬墳墓。 墳
丘は現在東西約58メートル、南北径45メートル、高さ9メートルの円
墳状。本来の墳形は八角形・五段築成直径50ｍ、高さ6.36ｍ。銀製
の蔵骨器（持統天皇は天皇として初めて火葬された）があったが、
1235年（文暦2年）盗掘され紛失。

参
考
A

民宿脇本利夫 万葉歌碑（２－122) 「古
イニシヘ

に 恋
コフ

ふらん鳥
トリ

は 時鳥
ホトトギス

 けだしや鳴きし 我
ア

が恋
コ

ふるごと」額田王（巻

２ー１１２）揮毫 上野凌弘 昭和５４年３月１８日
参
考
B

明日香小学校 万葉歌碑（5－803） 「銀
シロカネ

も 金
クガネ

も玉
タマ

も なにせむに まされる宝
タカラ

 子
コ

にしかめやも」山上憶良（巻

５ー８０３）揮毫 境山正甫 平成１２年秋 白文

⑦ 亀石 隣に無人販売所 ⾧さ3.6M、幅2.1M、高さ1.8Mの巨大な花崗岩

川原寺の四至(所領の四方の境界)を示す標石? 伝説の表示版あります

⑧ 明日香村橘 （橘寺西入口前）　万葉歌碑（２－２１０）

⑨ 犬養万葉歌碑（川原寺前）(１６－3850)　　*聖徳皇太子御誕生所 石碑

伝説:昔、大和が湖であったころ、湖の対岸の当麻と、ここ川原の間にけんかが 起こった。 ⾧いけんかのす
え、湖の水を当麻にとられてしまい、湖に住んていた沢山の亀は死んでしまった。 何年か後に亀をあわれに思っ
た村人達は亀の形を石に刻んで供養したそうである。今、亀は南西を向いているが、もし西を向き当麻をにらみ
つけた時、大和地は泥沼になるという。

梅山古墳
『欽明（きんめい）天皇檜隈坂合陵』
（ひのくまのさかあいのみささぎ）

野口王墳
『天武天皇 持統天皇 檜隈大内陵』
(ひのくまのおおうちのみささぎ)

①
⑫
⑭

「さ檜隈
ヒノクマ

 檜隈川
 ヒノキクマガハ

の瀬を速み 君が手取らば 言寄
コトヨ

せむかも」（巻７－１１０９ 作者不詳）

  揮毫 犬養孝 平成３年５月２７日 白文
ハクブン

「うつせみと 思ひし時に 取り持ちて 我が二人見し 走り出の 堤に立てる 槻の木の こちごちの枝の 春の葉の 繁

きがごとく 思へりし 妹にはあれど 頼めりし 児らには あれど 世の中を 背きし得ねば かぎろひの 燃ゆる荒野に 

白妙の 天領巾隠
アマヒレガク

り 鳥じもの 朝立ちいまして 入日なす 隠りにしかば 我妹子が 形見に置ける みどり子の 乞ひ泣

くごとに 取り与ふる 物しなければ 男
ヲトコ

じもの わき挟み持ち 我妹子と 二人我が宿し 枕づく つま屋の内に 昼はも 

うらさび暮らし 夜はも 息づき明かし 嘆けども せむすべ知らに 恋ふれども 逢ふよしをなみ 大鳥
オホトリ

の 羽易
ハガヒ

の山に 

我が恋ふる 妹はいますと 人の言へば 岩根
イワネ

さくみて なづみ来し 良けくもそなき うつせみと 思ひし妹が 玉かぎ

る ほのかにだにも 見えなく思へば」（巻２ー２１０）柿本人麻呂

揮毫 坂本信幸 平成１７年４月２３日

「世間
ヨノナカ

の 繁
シゲ

き假廬
カリホ

に 住み住みて 至らむ国の たづき知らずも」（巻16-3850）作者未詳 

揮毫 犬養孝 平成４年１２月４日 白文

② 猿石:猿ではなく渡来人を象ったもので左から順に「女」・「山王権現」・「僧（法師）」・
「男」の愛称がついている。（明治時代に発掘された水田から、移設された）

皇極・斉明天皇、孝徳天皇の母、吉備姫王（きびひめのおおきみ）の墓。



⑩ 飛鳥川「玉藻」　犬養万葉歌碑（13－3267）

⑪

「山吹
ヤマブキ

の 立
タ

ちよそひたる 山清水
ヤマシミヅ

 汲
ク

みに行
ユ

かめど 道
ミチ

の知
シ

らな

く」巻2-158 高市皇子 明日香村岡 犬養万葉記念館

 揮毫:犬養孝 平成12年('00)４月１日 白文

犬養万葉記念館

日本全国の万葉ゆかりの地を生涯を通して歩き、「万葉風土学」を提
唱した万葉集研究の第一人者・犬養孝氏。犬養万葉記念館は、『犬養
節』と呼ばれる独特の万葉朗唱とともに多くの人に万葉の世界を広
め、また、歴史と万葉のふるさとである飛鳥を愛し、その保存に尽力
した犬養氏の業績を顕彰する記念館です。平成１２年開館 つばいち
カフェ併設

⑬

岩屋山古墳（いわややまこふん）

古墳時代終末期の古墳。1辺約45メートル前後、高さは12メートルの規模で2段に築成。また、盛土は丁寧に版
築されていた。墳形は下段部が明らかに方形であることから、発掘調査では方墳とされている。巨石を使用した
横穴式石室がある（岩屋山古墳形式。）国の史跡に指定。玄室の⾧さ4.9メートル、幅2.7メートル、高さ3メー
トル、羨道の⾧さ12メートル、幅1.9メートルを測る。奈良県から南河内にかけての地域には、本古墳の石室と
平面・立面の規格が同一である古墳、あるいは同一の仕様で規模を縮小した古墳が複数存在する（玄室内を見学
できる）

⑭

「明日香川
アスカガワ

 瀬瀬
セゼ

の珠藻
タマモ

の うちなびき 情
ココロ

は妹
イモ

に 寄
ヨ

りにけるかも」 （巻13-3267）作者 未詳 

揮毫 犬養孝 平成４年１２月４日  白文

牽牛子塚古墳・越塚御門古墳(けんごしづかこふん、 こしつかごもんこふん)

『日本書紀』天智天皇六年の条には「２月、斉明天皇と間人皇女（娘）を合葬した小市岡上陵(おちのおかのえの
みささぎ）の陵前に大田皇女（天智天皇の娘）を埋葬した」と記されており、牽牛子塚古墳(合葬)と越塚御門古
墳が、古墳の立地や墳丘形態、埋葬施設や副葬品など総合して、同じ陵であると考えられます。対角22m八画
墳。石槨内に２つの墓室。二上山凝灰岩の葺石に覆われていた。南面には、牽牛子塚古墳発掘時に発見された1
辺10mの方墳（横口式石槨１）＝越塚御門古墳があります。何れも７世紀後半の築造で牽牛子塚古墳が先です。
牽牛子塚古墳は古来、アサガオ塚古墳といわれ、牽牛子はアサガオの別名で、漢方薬の名称でもある。

山清水　犬養万葉歌碑（２－158)


